
胆振管内における感染防止対策の取組 資料６

１ 管内の感染状況
新規感染者数
7日間合計

10万人あたり

180.3人

406.8人

189.7人

１月 ２月 ３月

まん延防止等重点措置開始 終了

1/27 2/12 3/21

 2月12日のピーク時からは減少した
ものの、3月上旬から下げ止まり

 新規感染者の約5割が10代以下

■ 新規感染者数の推移

■ 年齢層・集団感染（3月以降）

１

 医療施設、福祉施設等の集団感
染発生数、高齢者の感染割合は
大幅に減少

 ワクチン接種の加速化に向けた広報や、年度末、年度始めにおける再拡大の防止に向けて、
基本的な感染防止対策の徹底を呼びかけ

 感染防止対策と社会経済活動の回復との両立に向けた取組を推進

集団感染 １月 2月 3月

医療施設 １件 9件 0件

福祉施設等 5件 7件 2件
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２ 主な取組

 管内市町の接種状況を個別ヒアリング、市町が参加する地方本部で情報共有

 市町と連携し、3回目接種の理解促進に向けた広報を実施（HP・SNS等）

①ワクチンの接種加速

▲広域センタービルロビーで
ワクチン広報動画を放映

リスクが高まる場面での基本的な感染対策の徹底を呼びかけ（地方紙・HP・SNS等）

②年度末・年度始めの再拡大防止

住 民

飲食店

事業者・学校・高齢者施設

 管内各市町観光協会や商工団体と緊密に連携し、感染対策を徹底した上での需要喚起を促進

③社会経済活動の回復に向けて

２

第三者認証の取得の促進（道制度への上乗せ支援等、市町・商工団体と連携）

希望する職員のワクチン接種、行事における感染対策の徹底、人の入れ替わりを

踏まえて改めての研修実施などを呼びかけ


